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高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
） 

の
助
成
を
受
け
た

事
業
で
す
。

問 高ＳＰＯ事務局
☎６２－２９９１

http://www.takaspo.jp/

※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。
   ＷＥBページもぜひご覧ください！

★
第
５
回
「
く
ま
レ
レ
。」

★����

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
日
本
代
表
が
高
森
町
に
や
っ
て
き
た
！

風鎮祭2016

　
８
月
19
日
。

　
日
付
が
切
り
替
わ
っ
た
そ
の
瞬
間
、

『
目
覚
し
』
を
皮
切
り
に
、
風
鎮
祭
の

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
歴
史
は
古
く
、
宝
暦
２
年
（
１

７
５
２
年
）、
商
人
が
、
農
家
の
労
苦

に
感
謝
し
、
五
穀
豊
穣
を
高
森
阿
蘇

神
社
に
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
の
五
穀
豊
穣
祈
願
に
加
え
て
、

今
年
は
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

に
よ
る
南
阿
蘇
へ
の
深
刻
な
影
響
を

鑑
み
、
慰
霊
と
今
後
の
復
興
へ
の
思

い
も
込
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同

じ
南
郷
谷
に
住
む
仲
間
と
し
て
、
南

阿
蘇
村
の
住
民
に
も
元
気
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
祭
り

１
日
目
の
19
日
（
金
）
に
、
南
阿
蘇

鉄
道
の
高
森
・
中
松
駅
間
を
１
往
復

無
料
で
運
行
さ
せ
た
他
、
村
民
対
象

の
優
先
駐
車
場
を
用
意
す
る
な
ど
し

て
、
南
阿
蘇
村
の
住
民
を
招
待
し
ま

し
た
。
駅
の
横
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、
復
興
祈
願
の
思

い
が
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
幼
稚
園
・

保
育
園
の
児
童
ら
の
可
愛
い
演
目
の

後
、
今
年
九
州
大
会
に
ダ
ブ
ル
出
場

を
果
た
し
た
高
森
中
・
高
森
高
校
の

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
で
観
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　
祭
り
が
始
ま
り
、
最
初
の
見
ど
こ

ろ
は
『
総
踊
り
』。
熊
本
の
最
東
端
と

最
西
端
の
つ
な
が
り
で
、
高
森
町
と

交
流
の
あ
る
天
草
市
は
牛
深
か
ら
も

『
桃
の
会
』
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
元

祖
ハ
イ
ヤ
節
を
踊
り
、
皆
を
先
導
し

ま
し
た
。
総
踊
り
の
後
は
、
お
待
ち

か
ね
『
に
わ
か
』。
町
内
の
５
つ
の
地

区
の
向
上
会
が
、
稽
古
に
稽
古
を
重

ね
て
き
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル

の
高
森
に
わ
か
を
披
露
す
る
た
め
、

移
動
舞
台
で
町
内
各
地
を
回
り
ま
し

た
。

　
五
穀
豊
穣
の
恵
み
の
雨
か
、
花
火

の
前
に
突
然
の
大
雨
。
し
か
し
、
花

火
は
予
定
通
り
決
行
し
、
雨
空
に
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
２
日
目
と
な
る
８
月
20
日（
土
）は
、

五
穀
豊
穣
の
神
事
が
高
森
阿
蘇
神
社

で
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
地
区
の
子
ど
も
た
ち

が
強
い
日
差
し
に
も
負
け
ず
、
元
気

な
手
踊
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

各
種
伝
統
芸
能
が
人
々
を
魅
了
す
る

な
か
、
中
央
四
つ
角
で
は
、
日
用
品

を
用
い
、
短
期
間
で
制
作
さ
れ
た
14

基
も
の
多
種
多
様
な
『
造
り
も
ん
』

が
終
結
し
、
町
内
を
引
き
廻
し
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
災
害
被
害
か
ら
の

再
起
や
平
和
を
願
う
造
り
も
ん
が
多

く
出
揃
い
、
そ
の
中
で
も
旭
通
下
組

の
『
復
興
熊
本
不
死
鳥
』
が
特
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
年
番
で
あ
る
上
町
向
上
会

か
ら
横
町
向
上
会
へ
と
節
刀
渡
し
の

儀
を
経
て
年
番
が
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え
た
今
年

の
風
鎮
祭
。
太
鼓
と
三
味
線
の
お
囃

子
と
巧
み
な
高
森
弁
で
表
現
す
る
『
に

わ
か
』
で
観
客
を
最
後
ま
で
楽
し
ま

せ
ま
す
。
見
事
、
優
勝
し
た
の
は
、

下
町
向
上
会
の
『
地
獄
へ
Ｇ
Ｏ
』。
と

ぼ
け
た
閻
魔
大
王
様
が
多
く
の
笑
い

を
誘
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
の
風
鎮
祭
も
無
事
に

終
わ
り
、
夜
更
け
に
は
秋
風
が
吹
い

て
い
ま
し
た
。

　

7
月
10
日
（
日
）
に
、
県
内
外
の
ウ

ク
レ
レ
愛
好
者
が
集
う
「
第
5
回
く
ま

レ
レ
。」
が
熊
本
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
地
震
で
被
災
し
た
熊
本
市
動

植
物
園
の
代
わ
り
に
、
そ
の
近
隣
の
さ

く
ら
ん
ぼ
保
育
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
か
ら
も
3
名
が
参
加
し
、

レ
ッ
ス
ン
の
成
果
を
披
露
。
特
別
ゲ
ス

ト
に
ウ
ク
レ
レ
奏
者
の
渡
辺
海
智
さ
ん

ら
を
お
呼
び
し
、
く
ま
モ
ン
や
他
県
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
交
え
、

く
ま
モ
ン
体
操
を
皆
で
踊
り
、
美
し
く

優
し
い
ウ
ク
レ
レ
の
音
色
に
癒
さ
れ
ま

し
た
。

　
7
月
27
日
（
水
）、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男

子
日
本
代
表
選
手
と
の
交
流
会
が
高
森

町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
、
大
分
県
で
中
国
と
の
試
合
を

終
え
、
熊
本
入
り
し
た
代
表
選
手
。
疲

れ
も
見
せ
ず
、
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
子
ど
も
た

ち
に
、
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
触
れ
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
心

躍
ら
せ
、
パ
ス
回
し
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を

体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
。
パ
ス
を
し
よ

う
に
も
、
体
の
大
き
い
選
手
が
壁
の
よ

う
に
立
ち
は
だ
か
り
、
子
ど
も
た
ち
は

大
苦
戦
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ボ
ー
ル
の

よ
う
に
、
選
手
に
体
ご
と
持
ち
上
げ
ら

れ
、
笑
い
ま
じ
り
の
ゲ
ー
ム
運
び
に
。

そ
の
後
、
選
手
と
の
写
真
撮
影
・
サ
イ

ン
会
と
、
子
ど
も
た
ち
に
は
思
い
出
深

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
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上色見熊野座神社夏季大祭　7/17（日）上色見熊野座神社夏季大祭　7/17（日）

草部吉見神社夏季大祭　7/31（日）草部吉見神社夏季大祭　7/31（日）標高700m納涼祭　8/12（金）標高700m納涼祭　8/12（金）河原おかえりフェスタ　8/13（土）河原おかえりフェスタ　8/13（土）上色見地区夏祭り　8/13（土）上色見地区夏祭り　8/13（土）

社倉盆踊り　8/14（日）社倉盆踊り　8/14（日）

山鳥納涼祭　8/14（日）山鳥納涼祭　8/14（日）

奥阿蘇ふるさとまつり　8/15（月）奥阿蘇ふるさとまつり　8/15（月）

地域ふれあい　ひめゆり　こども夏祭り　7/29（金）地域ふれあい　ひめゆり　こども夏祭り　7/29（金）

高森阿蘇神社夏季大祭　7/30（土）高森阿蘇神社夏季大祭　7/30（土）

ピック
アップ

　今年で 19 回目を迎えた妙見やまめ祭。
毎年 8 月 15 日に行われ、帰省客や近隣町
村から大勢の人が訪れ、ヤマメの塩焼き
に舌鼓を打ちます。連日猛暑が続く
中、この日の上津留では緑の木陰が
強い日差しを遮り、涼しい川風を
感じることができました。張りの
ある民謡に交じり、子ども
たちの声も多く聞
こえた一日とな
りました。

高森各地の夏祭り。
2016年の夏も多くの帰省客などで賑わいました。

ハイライトをご紹介いたします。

年に一度の大賑わい
妙見やまめ祭

処々 方々

　7 月 31 日（日）、震災から３ヶ月が経過し、溜まっ
た心身の疲れを少しでも癒したい、との願いを込め
て『田楽保存会』で開かれた本イベント。
　木漏れ日の中、情感あふれる尺八の音色に、軽快な
キーボードに乗せた伸びやかな歌声が響き、ひととき、
癒しの時間を人々に与えていました。

癒しの音色コンサート
～震災支援　心のケア～

旅の手がかりは、視聴者から寄せられる一通の手紙。
誰かにそっと教えたい「忘れられない風景」が記されています。 
大切な人との別れや人生を揺るがす大きな事件、人生の転機に
生きる力を与えてくれた“忘れられない風景”とは ? 
寄せられたお便りをもとに、旅人・火野正平さんが地元の人々と
ふれあいながら、 峠をのぼり、谷を下り、時には自転車をバックに
入れて電車・バスに乗り、旅を続けていきます。
そして今年、「にっぽん縦断こころ旅」“2016 秋の旅”は 
古都 奈良県をスタート後、日本海側を経由し九州に入ります。
みなさんの、“忘れられない風景”を是非お寄せください。
お手紙募集の締切は、１０月１７日（月）必着です。

●はがき・封書で・・・
　〒150-8001　
　「こころ旅」係　
　※住所がなくても、上記の宛先で届きます。

●番組ホームページから・・・
　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/
●ファックス・・・
　03-3465-1327

応募
方法
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　毎年恒例のＪＡ阿蘇南部トマト部会によるトマトの
贈呈式が高森幼稚園で行われました。ちょうど、食べ
頃を迎えた赤々とした手のひらサイズのトマトを、嬉
しそうに受け取る園児たち。　『トマト大好き！』と顔
をほころばせていました。園では、この後、塩をふり掛
けて、トマト本来の味を楽しむそうです。普段トマトが
苦手な子でも、こうすると美味しそうに食べるとか。

太
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
育
ち
ま
し
た
！

第 57 回　高森町優良子牛保留奨励品評会

■
台
風
対
策
に
つ
い
て

　

台
風
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
台
風
接
近
時

の
対
策
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
台
風
が
接
近
し
て
か
ら
屋
外
に
出

る
の
は
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
雨
風
が
ひ
ど
い
台
風
の

中
、
雨
漏
り
補
修
な
ど
の
た
め
に
屋

根
に
上
り
作
業
を
し
、
屋
根
か
ら
転

落
す
る
な
ど
の
事
故
が
毎
年
、
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
台
風
対
策
は
気
象
情

報
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
、
台
風
が

来
る
前
に
対
策
を
と
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
台
風
が
上
陸
し
て
い

る
時
は
、
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
家
の
外
の
備
え

・
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
カ
ギ
を
か

け
、
必
要
な
ら
ば
外
か
ら
板
を
打

ち
付
け
て
補
強
す
る
。

・
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
、
ご
み
箱

な
ど
は
固
定
し
て
お
く
。

・
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
は
、
ス
テ
ー
線

や
支
柱
を
確
認
し
、
早
め
に
補
強

し
て
お
く
。

・
側
溝
や
排
水
口
は
掃
除
を
し
て
水

は
け
を
良
く
し
て
お
く
。

・
樹
木
な
ど
に
は
、
支
柱
を
立
て
倒

れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

■
家
の
中
の
備
え

・
雨
戸
を
下
ろ
し
た
り
、
ガ
ラ
ス
の

飛
散
を
防
ぐ
た
め
に
窓
の
テ
ー
プ

を
貼
る
。

・
外
か
ら
の
飛
来
物
の
飛
び
込
み
に

備
え
て
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド

を
下
ろ
し
て
お
く
。

・
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
避
難
場
所

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
へ

の
避
難
経
路
を
確
認
す
る
。

・
非
常
食
や
断
水
時
に
備
え
て
の
生

活
用
水
を
確
保
し
て
お
く
。

■
非
常
用
バ
ッ
グ
の
中
身

　
最
近
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多

く
な
る
中
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の

が
非
常
時
に
必
要
な
も
の
を
入
れ
て

お
く
非
常
用
バ
ッ
グ
で
す
。
そ
の
中

に
入
れ
て
お
く
と
よ
い
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

8月23日（火）

　今年も高森中央・東小学校の 6 年生を対象としたわ
くわく英語キャンプが、奥阿蘇キャンプ場を拠点に開催
されました。昼間は、草部総合センターでの活動。パス
ポート風のしおりを持ち、一人ひとり入国審査を受け、
ゲームや劇を英語で体験しました。恥ずかしがることな
く、積極的に英語を使って表現していました。国際化が
進む社会。楽しく学んで将来に役立てて欲しいですね。

エンジョイ！ わくわく英語キャンプ
く
ま
も
と
水
の
週
間
記
念
式
典

8月2日（火）・3日(水）

☆
熊
本
地
震
に
よ
り
未
だ
に
復
旧
・
復
興
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
適

度
な
休
憩
と
水
分
を
と
り
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　以下、結果となります。（敬称略）
●褐毛：　若令の部　みつきよ（高倉清孝・上色見）
　　　　  壮令の部　ゆりあ（白石福男・河原）
●黒毛：　若令の部　みつひら（川部喜一・芹口）
　　　　  壮令の部　ふくひめ３（靏林文男・下切）

7月22日（金）

　優良な子牛の自家保留を奨励し、次世
代繁殖牛の育成を目的として、熊本県畜
産農業協同組合・南阿蘇支所家畜市場で
品評会が行われました。31 戸の畜産農
家から褐毛・黒毛合わせて68 頭出陳さ
れ、見事、グランドチャンピオンに選ばれ
たのは高倉清孝さん（上色見）の『みつ
きよ』。

　国土交通省が、水について理解を深め、考える機会とするために実施し
ている、全日本中学生水の作文コンクールで本年度、高森東中学校２年児
玉幸太くん（中・今村）が県の大賞（５点）に入選。
　また、高森東中学校も学校賞を受賞し、７月３１日（日）に熊本テルサ
にて表彰式が執り行われました。

1
飲
料
水
・
非
常
食

2
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ

3
現
金
・
通
帳
・
身
分
証
の
コ
ピ
ー

4
着
替
え
（
下
着
な
ど
。
特
に
圧
縮

袋
に
入
れ
て
お
く
と
よ
い
。）

5
筆
記
用
具
・
は
さ
み
・
カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
・
ラ
イ
タ
ー
・
歯
ブ
ラ
シ

6
タ
オ
ル
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

　

パ
ー
・
ポ
リ
袋

7
軍
手
（
皮
手
袋
な
ど
も
役
に
立

つ
）・
雨
が
っ
ぱ
・
ガ
ム
テ
ー
プ
・

（
冬
場
は
カ
イ
ロ
な
ど
）

8
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
（
避
難
先
の

場
所
の
確
保
の
た
め
）

9
救
急
セ
ッ
ト（
マ
ス
ク・消
毒
液・

ば
ん
そ
う
こ
う
・
三
角
巾
・
ガ
ー

ゼ
・
包
帯
・
薬
な
ど
）
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問 熊本県庁健康づくり推進課
      ☎096-333-2252

■試験期日：12 月 11 日（日）
■試験会場：公立大学法人熊本県立大学
■受験資格：中学校卒業程度の学歴を持
ち、飲食店や給食施設などで 2 年以上調
理業務に従事した経験のある方
■願書受付：9 月 26 日（月）から
　　　　　　9 月 30 日（金）まで

※願書は、各保健所、
県庁健康づくり推
進課などで配布し
ております。

　詳しいことはお問
合せください。

熊本県調理師試験の
実施について

広  

告

　『この手袋のように、まっさらな気持ちで臨みます。』
新しい手袋をはめ、南阿蘇鉄道の運転士の内川さんが意気込みを述べました。
　『電車が走る音・姿、そして警笛などが住民の生活の一部だったと思う。一日のはじまり
だったり、終わりだったり。部分的な運行とはいえ、その生活の一部が戻ってきて、皆の励
みになれるようにがんばりたい。』とも。
　観光客のみならず、通院・通学で南阿蘇地域の住民の重要な足となっていた南阿蘇鉄道。
　7 月 31 日（日）、高森駅から中松駅まで、およそ１００日ぶりに運行再開しました。全
線復旧を祈念し、開催されたこのイベント。復旧出発式、ライブステージや、マルシェなど、
久しぶりに駅前が活気に満ち溢れました。
　またこの日、地域活性化を目的とした様々な事業を展開する、まちづくりの組織『TAKAraMORI』
が震災後、ようやくオープンの運びとなり、テープカットの式典がありました。

▼
警
察
は
、
犯
罪
等
の
未
然
防
止
に

関
す
る
相
談
、
そ
の
他
県
民
の
安

全
と
平
穏
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

▼
１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
等
を

緊
急
通
報
す
る
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で

す
。
緊
急
性
の
な
い
相
談
は
「
＃

９
１
１
０
」に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電

話
の
場
合
、
こ
ち
ら
の
番
号
に
お

高
森
　
警
察
署

問  

通
報
・
相
談　
☎
（
６
２
）
０
１
１
０

9
月
11
日
は『
警
察
相
談
の
日
』

～
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　
＃
９
１
１
０
～

掛
け
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
６ｰ

３
８
３ｰ

９
１
１
０

※
相
談
電
話
の
通
話
料
は
有
料
と

な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
警
察
署
に
お
い
て
も
各
種
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

～
9
月
21
日（
水
）か
ら
30
日（
金
）ま
で
の
10
日
間
～

▼
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　
（
特
に
、反
射
材
用
品
等
の
着
用
の
推

進
及
び
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹

底
）

《
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
》

▼
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

▲マルシェに並ぶ人々

▲第 1 便のレールバスに勢いをつける
　一日駅長さん達

▲久々、背中に乗客を感じ、運転操作に余念がない内川氏

▲ TAKAraMORI（タカラモリ）本格オープン。
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　8 月 1 日（月）、高森町の復興のために、復興支援アドバイザーとして元
佐賀県武雄市長の樋渡啓祐さんをお招きしました。情報発信こそが一番大事
なこと、と話す樋渡さん自身はインターネットを介し人と交流する『フェイ
スブック』というサービスで、2 万人以上もの人々に情報発信している影響
力のある方です。
　今後、高森町が復興のために何をす
べきか、どういう部分が足りないのか、
高森町のみならず、南阿蘇地域という
広い視野でアドバイスを頂きます。
　樋渡さんは、地方創生や地域活性の
企画・コンサルティングなど幅広く活
動しており、そのアイディアに注目が
集まります。

高森の『ふるさと応援寄附金制度』お礼品に新たなラインナップ！

　7月 29日（金）、本町と友好
宣言を締結している長野県高森
町から熊谷町長が災害のお見舞
いと義援金の贈呈に来られまし
た。熊谷町長は災害時の状況や
南阿蘇鉄道の復旧のプランを草
村町長から説明を受け、南阿蘇
村など近隣の震災後の被害状況
を視察されました。熊谷町長は、
地震発生後、速やかな物資の支
援で本町をサポートしてくれま
した。
　大変ありがたいことです。

　　高 森 町 の 強 い 味 方

　
年
々
、
注
目
度
を
増
し
て
い
る
『
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
制
度
』
に
つ
い
て
、
本
町
で
は
、

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
『
阿
蘇
の
あ
か
牛
』

に
こ
だ
わ
っ
た
お
礼
の
品
が
大
好
評
で
し
た

が
、
ご
寄
附
者
の
方
々
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
す
る
た
め
『
阿
蘇
の
あ
か
牛
』
と
共
に
、

熊
本
の
味
覚
を
代
表
す
る
『
馬
刺
し
』
を
お
礼

の
品
と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
親
類
や
ご
友

人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
案
内
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
頂
い
た
寄
附
金
を
、
子
ど
も
た

ち
の
『
未
来
の
た
め
の
町
づ
く
り
』
な
ど
多

方
面
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

問 

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
ふ
る
さ
と
納
税
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
（
１
７
０
）
２
０
９
５
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私
た
ち
は
１
日
に
ど
れ
く
ら
い

水
を
使
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

熊
本
県
で
は
水
道
使
用
量
が
、

一
人
１
日
当
り
３
０
０
リ
ッ
ト
ル

以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
」
と
い
う
よ
う
に
、

水
に
恵
ま
れ
た
熊
本
に
暮
ら
し
て

い
る
と
、
水
の
あ
り
が
た
さ
を
忘

れ
が
ち
で
す
。

　
し
か
し
、
近
年
、
県
内
の
一
部

の
地
域
で
は
、
地
下
水
の
水
位
低

下
や
湧
水
の
減
少
な
ど
、
将
来
の

水
利
用
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
も
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
も
豊

か
な
水
の
恩
恵
を
受
け
続
け
る

た
め
に
は
、
水
の
恵
み
に
感
謝

し
、
水
を
大
切
に
使
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
で
き
る
こ

と
か
ら
実
践
し
て
、
節
水
に
取

り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

暮
ら
し
の
中
で
、
で
き
る
節
水

●
歯
磨
き
は
コ
ッ
プ
を
使
お
う

　
１
分
間
、
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し

で
歯
磨
き
を
す
れ
ば
約
６
リ
ッ
ト

ル
の
水
を
使
い
ま
す
が
、
コ
ッ
プ

を
使
え
ば
一
人
３
杯
で
も
約
0.6

リ
ッ
ト
ル
で
済
み
ま
す
。（
１
回

当
た
り：約
5.4
リ
ッ
ト
ル
の
節
水
）

●
食
器
洗
い
は
、「
た
め
洗
い
」

　

勢
い
よ
く
流
す
と
１
分
間
に

約
12
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ
ま

す
。
適
当
な
水
量
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
流
し
洗
い
で
は
１
日
約

１
２
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
使
い
ま

す
が
、
た
め
洗
い
で
は
約
37
リ
ッ

ト
ル
で
す
。（
１
日
当
た
り
：
約

83
リ
ッ
ト
ル
の
節
水
）

●
シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
開
閉

　
１
分
間
、
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す

る
と
約
12
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
流
れ

ま
す
。
こ
ま
め
に
開
け
閉
め
し
、

３
分
間
シ
ャ
ワ
ー
を
止
め
れ
ば
１

回
に
つ
き
約
36
リ
ッ
ト
ル
の
水
が

節
約
で
き
ま
す
。

●
○
限
り
あ
る
水
資
源
○
●

「森林を見直そう！」
～森林所有者に大切なお知らせ～
　熊本県では、豊かな森林資源を最大限に
利活用した林業の成長産業化の実現に向け、
木材を低コストで安定的に供給できる体制
を整備するため、『森林の集約化』に取り組
んでいます。森林の経営・管理にお悩みの
方も、どうぞお問い合わせください。

問熊本県庁森林整備課　☎ 096-333-2441

問 

熊
本
県
環
境
立
県
推
進
課  

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
２

６．竜巻
①竜巻による被害の特徴
   短時間で帯状（数分～数十分で長さ数～数十 km・幅数十～数百 m に
被害をもたらし、被害地域は帯状となる）の範囲に甚大な被害をもたらし、
建物が倒れたり、車がひっくり返ることがある。
　また、色々なものが猛スピードで飛んでくる。
②竜巻が発生する可能性を知るには
　１日～半日前であれば天気予報、数時間から直前では雷注意報や竜巻注
意報が出されます。
＊竜巻は積乱雲（入道雲）が発達すると発生する可能性が高くなります。

③　竜巻の発生を確認したら　（身を守るための行動）
ア　屋内にいる場合は雨戸、シャッター、窓及びカーテンを閉めて窓か	
　　ら離れ、地下室や建物の最下階へ移動する。ドアや外壁から離れ、	
　　家の中心部に移動し、丈夫な机の下などに入り身を守る。
イ　屋外にいる場合は近くの丈夫な建物に
　　避難する。避難できる建物がない場合は、
　　側溝や水路、窪みに身を伏せて両腕で
　　頭と首を守る。 
　　
　　注意：
　　車庫や物置、プレハブなど強度の低いものを
　　避難場所にしない。

子
子
育
て

福
福
　
祉税

税
　
務

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

国
税
だ
よ
り

記
帳
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
方
へ

★
体
育
館
で
遊
ぼ
う
！
の
会      

７
月
８
日(

金)                 

　
梅
雨
時
に
は
外
で
遊
べ
な
い

日
が
多
い
の
で
、
場
所
を
色
見

総
合
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
広
い

ス
ペ
ー
ス
で
思
い
っ
き
り
体
を

動
か
し
て
発
散
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
隣
に
あ
る
色
見
保
育

園
の
施
設
内
を
見
学
し
ま
し

た
。
木
の
温
も
り
の
あ
る
建
物

や
新
し
い
設
備
に
、皆
で
感
心
。

　
そ
の
後
、
色
見
総
合
セ
ン
タ

ー
に
戻
り
、
段
ボ
ー
ル
箱
で
作

っ
た
車
・
ラ
ッ
プ
の
芯
で
作
っ

た
ボ
ー
リ
ン
グ
遊
び
・
大
き
な

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
子
ど
も
を
入
れ

て
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
遊
び
・
新
聞

紙
で
作
っ
た
カ
タ
ツ
ム
リ
に
風

船
を
乗
せ
て
引
っ
張
り
っ
こ
・

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
遊
び
等
、

親
子
や
気
の
合
う
友
だ
ち
と
一

緒
に
様
々
な
遊
び
に
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ
、
興
じ
て
い
ま
し

た
。

★
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
会            

７
月
22
日(

金)

　
今
月
は
、
生
後
３
ヶ
月
～
６

ヶ
月
児
と
お
母
さ
ん
が
９
組
集

ま
り
ま
し
た
。

　
初
め
は
、
少
々
緊
張
気
味
で

し
た
が
、
講
師
の
優
し
い
語
り

と
わ
ら
べ
歌
に
の
せ
て
、
体
中

を
さ
す
っ
た
り
、ね
じ
っ
た
り
、

ツ
ボ
を
押
し
た
り
し
て
い
る
内

に
、
子
ど
も
か
ら
も
お
母
さ
ん

か
ら
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
申
込
が
多
か
っ
た

の
で
、
８
月
に
も
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
次
は
、

10
月
の
予
定
で
す
。

★
お
は
な
し
会

   

今
回
は
、
大
雨
洪
水
警
報
発

令
の
た
め
、
中
止
し
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方

と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

取
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
免
除

等
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
遡
っ
て
納
め
る(

追
納)

こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
の
追

納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

　
追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か

ら
納
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間

は
納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
追
納
の
お
申
し
込
み
を
希
望

さ
れ
る
方
、
ま
た
は
ご
相
談
に

つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　

税
務
署
で
は
、新
し
く
事
業
を

始
め
ら
れ
た
方
や
記
帳
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
方
を
対
象

に
、指
導
機
関
に
よ
る
会
計
ソ
フ
ト

を
利
用
し
た
記
帳
指
導
な
ど
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、

日
々
の
取
引
内
容
を
入
力
す
る
だ

け
で
、簡
単
に
記
帳
で
き
ま
す
。

　
記
帳
指
導
の
内
容
は
最
寄
の
税

務
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
62
）
３
３
１
１

問 
住
民
福
祉
課  

福
祉
係  

☎
（
62
）
１
１
１
１  

内
線

132

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

活
動
状
況
報
告

年金相談は
完全予約制です

熊本東年金事務所
☎096－367－2503

毎月第４金曜日
１０時～１５時
高森総合センター

　
10
月
は
、「
お
は
な
し
会
」・

「
わ
ら
べ
う
た
の
会
」の
他
に
、

「
公
園
で
遊
ぼ
う
！
の
会
」

を
予
定
し
て
お
り
、
町
内
に

あ
る
公
園
の
木
陰
で
積
み
木

を
手
作
り
し
ま
す
。

シリーズ防災　  今回のシリーズ防災は竜巻の説明と、その対策について掲載します。 質問や要望がございましたら、気軽に問い合わせください。
高森町役場　総務課　防災官　吉田　　☎６２－１１１１　内線１１４

節
水
を
心
が
け
、
熊
本
の
天
然
地
下
水
を
守
ろ
う
！

広報たかもり（7）



健　康

人　権

その他熊本地震により被災された方に
　熊本地震により被災されました方々に、
心よりお見舞い申し上げます。
　高森町では今般の地震に際し、本町在
住の被災者の方に、お見舞金等を支給し
ます。
下記に該当する方は、ご連絡ください。

●地震により負傷された方
　（全治６０日以上）

●地震により住家が
　半壊以上の方
　（損壊割合が 20％以上）

　災害時に、高森町に住民登録のあった方
が対象です。既に役場にお届け頂いている
場合、再度ご連絡の必要はありません。
　ご不明な点は、お問い合わせください。
問住民福祉課　℡：0967-62-1111

高森中学校生徒が草村町長を表敬訪問しました！
　８月２４日（水）に、７月末の熊本県中学校総合体育大会や熊本県吹
奏楽コンクールにて優秀な成績を修め、８月の全国大会等へ出場した高
森中学校の生徒３名（吹奏楽部は代表者 1 名）が、草村町長へ表敬訪
問しました。
　生徒一人ひとりから各出場大会での結果報告が行われ、町長からは、
大会に出場した選手たちの報告を聞くことができた喜びと、大会で色々
な人たちから受けた刺激を今後の活力にし、より一層の高みを目指して
ほしいということを伝えられました。
生徒名・学年・種目 / 部活動名 出場大会

板井　俊将・３年・剣道 九州中学校剣道競技大会・全国中学校剣道競技大会出場
渡辺　栞凪・３年・テニス 九州中学校テニス競技大会　出場
高森中学校吹奏楽部 南九州小編成吹奏楽部コンテスト　出場

　上記、高森中学校吹奏楽部の県代表に続き、今年、創部された高森
高校も県代表に選ばれるという栄誉をもたらしました。
　中学校と高校は共に同じ指導者・早川先生に教わっており、一人の
指導者が２校を九州大会に導くというのは、偉業ともいえましょう。
　音でも成績でも、感動を与えてくれました。
　

　
少
し
で
も
虐
待
の
可
能
性
を

感
じ
た
ら
、
速
や
か
に
地
方
法

務
局
、
役
場
、
県
の
福
祉
事
務

所
、
又
は
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
へ
相
談
・
通
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
一
報
が
、

子
ど
も
の
生
命
を
救
う
こ
と
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

▼��

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６ｰ

２
９
３ｰ

２
２
７
２

▼��

高
森
町
役
場
住
民
福
祉
課　

☎
０
９
６
７ｰ

６
２ｰ

１
１
１
１

▼��

熊
本
県
福
祉
事
務
所

☎
０
９
６
７ｰ

３
２ｰ

０
５
３
５

▼��

熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
９
６ｰ

３
８
１ｰ

４
４
５
１

�　
他
に
も
最
寄
の
警
察
署
、
民

生
児
童
委
員
、
保
育
園
、
幼
稚

園
、
学
校
等
も
相
談
に
応
じ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　

　
分
か
る
範
囲
内
で
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
虐
待
と
感
じ
ま
し
た

ら
必
ず
相
談・通
告
願
い
ま
す
。

　
「
血
管
の
健
康
は
す
な
わ
ち

全
身
の
健
康
に
反
映
さ
れ
る
。

生
活
習
慣
の
変
化
を
背
景
に
動

脈
硬
化
を
基
礎
と
す
る
疾
患
、

冠
動
脈
（
心
臓
血
管
）
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
、
さ
ら
に
抹
消
動

脈
疾
患
は
増
え
こ
そ
す
れ
、
減

る
気
配
は
な
い
。
健
康
寿
命
を

確
保
す
る
た
め
に
も
血
管
が
鍵

を
握
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。」

北
里
大
学
医
学
部
循
環
器
内
科

学
・
阿
古
潤
哉
教
授
の
言
葉
で

す
。「

血
管
が
硬
い
、
も
ろ
い
、

破
れ
る
、
詰
ま
る
」
な
ど
動
脈

硬
化
を
連
想
さ
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
動
脈
硬
化
性
の
変
化
は
す

で
に
20
歳
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
血
管
は
た
だ
の
血
液
を
流
す

だ
け
の
管
で
は
な
く
、
私
た
ち

が
生
き
て
い
く
た
め
に
血
管
自

身
で
血
液
の
質
や
流
れ
を
保
つ

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

血
管
の
働
き
と
、
健
や
か
さ
を

保
つ
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

　
血
管
は
外
か
ら
外
膜・中
膜・

内
膜
の
3
層
か
ら
成
り
立
っ
て

お
り
、
外
膜
は
太
く
て
丈
夫
で

外
部
か
ら
守
っ
て
い
ま
す
。
中

膜
は
伸
び
縮
み
を
し
て
血
圧
の

調
整
を
し
て
い
ま
す
。内
膜（
内

皮
細
胞
）
は
血
液
中
の
栄
養
素

な
ど
を
や
り
取
り
で
き
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、『
血

管
内
皮
細
胞
』
で
す
。
血
管
の

内
面
を
隙
間
な
く
覆
い
、
血
液

が
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
調
整
し

た
り
、
伸
び
縮
み
し
て
血
液
量

や
血
圧
を
一
定
に
し
た
り
、
動

脈
硬
化
を
防
い
だ
り
と
大
切
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
血
管
内
皮
機
能
が
低
下
す

る
と
い
う
こ
と
は
動
脈
硬
化
の

初
期
段
階
と
も
い
わ
れ
、
心
臓

や
脳
血
管
な
ど
の
病
気
に
大
き

く
影
響
し
て
き
ま
す
。

　
こ
の
血
管
内
皮
細
胞
は
、
全

身
を
流
れ
る
血
液
か
ら
直
接
影

響
を
受
け
、
食
事
に
よ
る
血
糖

や
血
中
脂
質
の
増
加
な
ど
で
血

管
内
皮
の
働
き
は
低
下
し
て
き

ま
す
。
し
か
し
、
食
後
4
～
6

時
間
で
回
復
す
る
優
れ
も
の
で

す
。
糖
や
脂
質
の
高
い
状
態
が

続
か
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
健
診
で
高
い

状
態
を
指
摘
さ
れ
る
人
は
血
管

内
皮
が
傷
つ
い
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
血
管
内
皮
の
働
き

を
修
復
し
て
く
れ
る
こ
と
と
し

て
、
減
塩
や
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
の
摂
取
、
不
飽
和
脂
肪
酸

の
摂
取
が
関
係
し
て
い
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
血
管
が
本
来
も
っ
て
い
る
生

あ
な
た
の
血
管
は
健
や
か
で
す
か
？

人
権
問
題

「
児
童
虐
待
⑨
」

問 

住
民
福
祉
課

　
  

人
権
同
和
啓
発
係

☎
（
62
）
１
１
１
１

　
　
内
線
１
３
１

『
人
は
血
管
と
と
も
に
老
い
る
』

血
管
が
健
や
か
で
あ
る
か
？

存
の
為
の
機
能
を
維
持
す
る
に

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

と
り
、
生
活
習
慣
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
健
診
結
果
と

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
保
健

師
・
栄
養
士
が
お
手
伝
い
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
広
報
た
か

も
り
11
月
、
12
月
号
に
食
事
に

つ
い
て
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
講
座

児
童
虐
待
の
相
談
・
通
告
先

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ

び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対

す
る
暴
力
・
虐
待
な
ど
が
、
依

然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
を
め
ぐ
る
、
様
々
な
問
題

解
決
を
は
か
る
た
め
、
全
国
一

斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
間　
　

　
9
月
5
日
（
月
）
か
ら
11
日

　
（
日
）
ま
で

①
9
月
5
日
か
ら
9
日　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
7
時
ま
で

②
9
月
10
日
・
11
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
3

時
ま
で

▼
内
容　
　

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に

対
す
る
暴
力
、
虐
待
等
の

人
権
に
係
る
問
題
の
相
談

を
受
付
け
ま
す
。

▼
電
話
番
号　
　

☎
０
５
７
０ｰ

０
０
３ｰ

１
１
０

　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職

員
が
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

●
高
齢
者
・
障
が
い
者
の　

　
　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
●

血
管
を
健
や
か
に
保
つ
に
は

問 

健
康
推
進
課

☎
（
62
）
１
１
１
１

　
　
内
線
１
２
３

血管（内皮細胞）の働き
全身の血管は 外　膜  血管を外から守る3　膜

（大血管）

2　膜
（細動脈）

1　膜
（毛細血管）

筋肉組織　ゴムのように伸び縮みし血管の太さを調整している中　膜

内　膜
（内皮細胞）

高森中・高森高吹奏楽部ダブル快挙！

平成28年9月5日発行広報たかもり 685号 （8）（9）



●◎危険物取扱者試験案内◎●
　第２回危険物取扱者試験が実施されます。詳しくは、お問合せください。

試験の種類 試験日 願書受付期間 試験地
甲種
乙種第１類～
　　第６類
丙種

平成 28 年
11 月６日（日）

書面
申請

平成28年９月 ７日（水）
～９月14日（水）

熊本市
八代市
天草市
玉名市

電子
申請

平成28年９月  4日（日）
～９月11日（日）

問 消防試験研究センター熊本県支部　☎096-364-5005

●◎平成 29年度学生募集◎●～菊池郡市医師会立看護高等専修学校～
　次年度に向けて学生の募集をいたします。詳しくは、お問合せください。

課程 学科 願書受付 試験日 試験科目

医療高等課程 準看護科 10 月３日 ( 月 ) から
10 月 26 日 ( 水） 11 月 9 日（水） 国語・社会・

数学 or 英語・面接

問 菊池郡市医師会立看護高等専修学校　☎0968-25-2182

　

みんなの掲示板
●◎法務局休日相談所開設◎●　１０月２日（日）　全国一斉！
　相続・遺言・不動産登記・戸籍・人権などに関する様々なご相談に司法書士・
土地家屋調査士・人権擁護委員が応じます。予約優先制となります。

場所 時間 問い合せ先
熊本市会場 
熊本地方法務局４階会議室

午前１０時から 
午後３時まで ☎ 096-364-2146

大分県竹田市会場 
大分地方法務局竹田支局会議室

午前１０時から 
午後４時まで ☎ 0974-62-2315

●◎仕事と子育て両立応援セミナー◎●　参加者40名程度募集！
　再就職を希望する子育て中のお母さんを対象にセミナーを開催いたしま
す。託児（１歳半から就学前まで）があります。参加無料・要予約です。

場所 日時 申込締切
くまもと県民交流館 
パレア 9 階 会議室 1

10 月 25 日（火） 
午前１０時から午後３時まで 10 月 11 日（火）

問 熊本県しごと相談・支援センター　☎ 096-351-0500

●◎引揚者とご家族の皆様へ◎●～預かっています～
　税関では、終戦後外地から引き揚げた方々からお預かりした通貨や証券類
を保管しています。心当たりのある方は、お問合せください。

問 長崎税関　業務部　税関相談官　☎0120-828-680

番
号 担当課 入札日

/ 契約日 工事（業務委託）名 工　　期 契約相手 請負代金

1 健康推進課 4月  1日 パパ・ママ定期歯科健康診査業務委託 4月  1日から平成29年3月31日 高森町内歯科医院 468,000円
2 税務課 7月12日 平成 30 年度土地評価替えに係る土地価格鑑定業務委託 7月12日から平成29年1月31日（株）  三和不動産鑑定所 2,162,700円
3 税務課 7月13日 平成 28 年度地籍調査測量業務委託 7月13日から平成29年3月28日（株） スペック 61,560,000円

歌
　
詠
　
み

７月21日〜８月20日

町長 のうごき ●３７回の公務・会議への参加の一部です。
●他、１９回の準公務・政治活動への参加を行いました。

Kusamura Daisei

町発注工事と業務委託契約状況 ※ 入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10 万円以上）

肥
後         

句（
阿
蘇
御
神
火
会
）  

梅
雨
晴
れ
間　

庭
の
手
入
れ
を　

リ
ハ
ビ
リ
に

興
呂
木
正
人

永
き
日
の　

余
震
に
痛
む　

夏
の
月

除
田
ウ
ミ
オ

復
興
と　

飾
る
七
夕　

数
多
し

後
藤　
シ
ズ

雨
胡
瓜　

震
災
負
け
ず　

蔓
繁
り

堀　
日
出
男

窓
越
し
に　

欅
の
木
陰　

呼
ん
で
い
る

興
梠
ト
ク
ヨ

夏
来
た
り　

野
菜
楽
し
み　

日
々
送
る

住
吉　
ト
ム

紫
陽
花
の　

色
取
り
ど
り
に　

競
い
咲
き

岩
下
ソ
ヨ
子

朝
顔
の　

露
を
光
ら
せ　

花
咲
か
す

津
留　
ノ
ブ

蝉
の
声　

被
害
の
山
に　

響
き
た
り

楢
木
野
サ
ヨ
子

ト
ロ
ッ
コ
の　

風
切
り
進
む　

試
運
転

津
留　
幸
子

長
雨
に　

痛
み
て
眺
む
る　

阿
蘇
の
山

本
田
ケ
サ
子

の
め
り
込
み　

骨
董
に
部
屋
お
っ
取
ら
れ　

市
原　
正
成

の
め
り
込
み　

鑑
定
団
も
た
ま
が
ら
す

大
塚
ほ
た
る

打
ち
解
け
て　

酒
が
仲
裁
し
て
く
れ
た

相
原　
白
酔

ス
ッ
キ
リ　

誤
解
が
と
け
て
笑
い
顔

倉
石　
晴
代

の
め
り
込
み　

糟
糠
の
妻
振
り
捨
て
て

後
藤　
信
子

の
め
り
込
み　

家
も
家
財
も
叩
き
売
り

佐
藤
多
可
雄

意
外　

あ
の
け
ち
ん
ぼ
が
義
援
金

長
尾　
慶
恩

ス
ッ
キ
リ　

家
具
の
置
き
場
所
変
え
て
み
た

古
木
え
つ
ほ

打
ち
解
け
て　

苦
労
話
に
花
が
咲
き

松
山
キ
ヨ
子

4月1日～7月13日

7
月
21
日
（
木
）
熊
本
地
震
関
連
要
望
（
東
京
都
）

7
月
22
日
（
金
）
第
57
回
高
森
町
優
良
子
牛
保
留
奨
励
品
評
会

7
月
23
日
（
土
）
福
島
県
相
馬
市
野
馬
追
い
出
陣
式

～
24
日
（
日
）
福
島
県
相
馬
市
震
災
復
興
状
況
視
察

7
月
25
日
（
月
）
阿
蘇
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
会
総
会(

阿
蘇
市
）

7
月
26
日
（
火
）
熊
本
県
国
民
健
康
保
険
連
合
会　
通
常
総
会（
熊
本
市
）

7
月
28
日
（
木
）
阿
蘇
森
林
組
合
通
常
総
会
・
阿
蘇
大
橋
架
橋
技
術
検
討
会

国
交
省
熊
本
事
務
所
（
阿
蘇
大
橋
建
設
事
前
協
議
）

7
月
29
日
（
金
）
長
野
県
高
森
町
長
来
庁

7
月
31
日
（
日
）
南
阿
蘇
鉄
道
復
興
イ
ベ
ン
ト

8
月
1
日
（
月
）
樋
渡 

啓
祐
氏
委
嘱
状
交
付
式

8
月
9
日
（
火
）
熊
本
県
知
事
視
察
対
応
（
南
阿
蘇
鉄
道
）

町長 交 際 費

お 悔 やみ

交際費の予算は１年間で 96 万円です。
残りの額は656,760円 です。

予算（交際費の内の弔費分）は１年間で 24 万円です。
残りの額は 156,000円 です。

日　付 金　額 分  類 主 な 内 容 備　考
7月31日 4,320円 御神酒代 草部吉見神社夏季大祭 草部吉見神社
8月12日 5,000円 御祝 第 17 回標高 700 ｍ納涼祭 標高 700 ｍ納涼祭実行委員会
8月14日 192,000円 弔慰 初盆供養香典代 町内初盆御遺族
8月15日 5,000円 御祝 妙見やまめ祭 ヤマメ祭実行委員会
8月19日 5,000円 御祝 南郷谷復興支援イベント 社会福祉法人　岳寿会

金　額 分　類 主 な 内 容 備　考

12,000円 弔　費 香典代 6 件

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

俳
　
　
句（
梅
香
苑
デ
イ
セ
ン
タ
ー
）  
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愛

広 報

編
集
後
記

第5回 ASOたかもりウォーキング大会

参加者大募集！10月9日開催㈰

抽選会・飲食・特産品物販あります！！
※上記、締切までに応募された方には当日、昼食（おにぎり2個と豚汁）が付きます!

問 高SPO事務局 ☎0967-62-2991 　takatai@angel.ocn.ne.jp

町民体育館

村山

清栄山入口

高尾野集落

赤羽根集落

旧赤羽根林道入口

小倉原牧野

国道265号線

町民体育館

町民体育館

前原

鍋の平キャンプ場

小倉原公民館

国道265号線

休暇村

町民体育館

のんびり根子岳コース8㎞

チャレンジ！東外輪絶景コース

応募締切：9月30日㈮

20㎞

の
ご
寄
付

（順不同・敬称略）

■町社会福祉協議会へ

診療は午前９時から午後５時まで

人口／６，７１４人　　（△１１）
男性／３，２２６人　　（△４）
女性／３，４８８人　　（△７）
世帯／２，８７５世帯　（△６）

　（対前月末）平成 28 年 7 月 31 日現在

9

10

September

October

月

月

29 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

3㊊ すくすくデー 10:00 ～ 子育て支援センター

3㊊ 尾下菅原神社秋の大祭 13:00 ～ 尾下菅原神社

6㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

9日 第５回ＡＳＯたかもりウォーキング大会   7:00 ～
町民体育館
スタート＆ゴール

12 ㊌ ７〜８ヶ月児相談   9:30 ～ 高森総合センター

13 ㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

9
平成 28年 9月 5日発行
発　行／高森町
編　集／たかもりポイントチャンネル事務局
〒 869-1602　熊本県阿蘇郡高森町大字高森 2168番地

TEL 0967-62-1111　 FAX 0967-62-1174
http://www.town.takamori.kumamoto.jp/
印　刷／株式会社　有明印刷

携帯電話・スマートフォンからのＨＰアクセスはこちら

▲

おくやみもうしあげます ７月受付分 （敬称略） 高森カレンダー 9 月１６日～１0 月１５日

まちの

人口

住 　 所 死 亡 者 年 　 齢 ご 遺 族

永野原（大仲野） 古庄　政子 ９８歳 古庄智美子

高　森（上　在） 渡邉　成實 ８６歳 渡邉サエ子

高　森（横　町） 山村　トシ ９８歳 山村　浩史

月 日 病 ・ 医 院 名 電 話 番 号
9月18日 上村医院 ☎ 0967（35）0336
9月19日 寺﨑内科胃腸科クリニック ☎ 0967（62）0378
9月22日 馬原内科医院 ☎ 0967（62）0646
9月25日 渡邊内科 ☎ 0967（67）1777
10月2日 渡邉総合内科クリニック ☎ 0967（65）2201

お
詫
び
と
訂
正

山村　浩史

橋本　光男

渡邊　禮子

　広報８月号の次の記事について、誤りがありまし
たので、お詫びして訂正します。

● 10 ページ「高森カレンダー」の移動子育てひろば８
月２５日及び９月８日は朋遊館での開催となります。

● 10 ページ「まちの人口」の増減及び世帯数に誤記
がございました。正しくは、人口(△８),男性(＋５),
女性 ( △１３), 世帯／２, ８８１世帯となります。

大変申し訳ございませんでした。

　
出
身
地
が
高
森
町
外
の
私
は
、
今
回
初
め
て
風
鎮
祭
を
経

験
し
ま
し
た
。街
中
を
賑
わ
す
総
踊
り・に
わ
か・造
り
も
ん
。

全
て
初
め
て
目
に
す
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
で
も
、
と
て

も
居
心
地
が
良
く
、
懐
か
し
さ
す
ら
感
じ
る
ほ
ど
。　
　

　
節
刀
渡
し
は
、
と
て
も
伝
統
的
な
儀
式
で
、
古
く
か
ら
大

事
に
さ
れ
て
き
た
行
事
な
ん
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
五
穀
豊
穣
祈
願
祭
の

撮
影
の
た
め
訪
れ
た
高
森
阿
蘇
神
社
で
、
見
上
げ
て
も
樹

頭
は
遥
か
上
空
に
あ
る
檜ひ

の
きの

木
立
に
、
朝
霧
が
う
っ
す
ら
と

漂
っ
て
い
た
情
景
で
す
。
あ
ま
り
に
も
幻
想
的
な
空
間
で
、

し
ば
し
目
的
も
失
い
立
ち
尽
く
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
高
森
町
を
よ
く
知
ら
ぬ
私
が
『
広
報
た
か
も
り
』
を
発
行

す
る
の
も
随
分
心
も
と
な
い
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
が
感
じ
る
高
森
町
の
良
さ
を
今
一
度
、
皆
様
に
気

づ
い
て
頂
く
良
い
機
会
に
な
れ
ば
、
と
も
思
い
ま
す
。（
裕
）
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